
直監告示第１５号 
 

令和５年２月１５日付 直監告示第１３号により公表した監査の結果について、地方自治法第１９９条第１４項の規定に基づき、直

方市長から次のとおり措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定によりこれを公表する。 
 

 令和５年３月３日 
                                   直方市監査委員  大  場   亨 
                                   直方市監査委員  田 代  文 也 
 

上下水道・環境部 環境政策課 定期監査指摘事項措置状況報告 

 指摘の内容 監査委員意見 講じた措置 完了（予定）時期 

契
約
事
務
に
つ
い
て 

狂犬病予防注射等

交付事務に係る契約

において、契約期間が

令和 4 年度であるに

も関わらず、令和 3年

度の文書として起案

し処理が完結してい

る。また、この起案文

書に随意契約の理由

が記載されておらず、

添付されている参考

見積の金額は単価で

表示されているが、契

約書には契約単価の

表示が無い。契約は 7

カ所の動物病院と締

結されているが、それ

ぞれの見積書も徴取

されていない。 

直方市文書規程第 8条第 1項第 2号に

「文書番号は、文書を収受し、又は起案

文書を作成する順序に従い、会計年度ご

との一連番号を付するものとする。」とあ

る。また、直方市財務規則第 17条に「市

長は、随意契約によろうとするときは、

原則として 2名以上の者から見積書（様

式第 2号又は様式第 3号）を徴さなけれ

ばならない。ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、一人の見積書で足

りるものとする。 

（1） 入札において再度入札しても落札

者がないとき。 

（2） 契約の性質又は目的により契約の

相手方を特定せざるをえないとき。 

（以下省略）」とある。 

執行伺として起案を行う際は、直方市

文書規程及び直方市契約規則に沿った手

続きをされたい。また、随意契約を行う

際には、見積提出依頼伺、随意契約理由

書・契約締結伺が必要であり、随意契約

に合致する数の見積書の提出が必要とな

る。さらに、契約が単価契約であるなら

ば、契約書の単価の記載方法について検

討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直方市文書規程及び

直方市契約規則を確認

し、今後は規則に沿った

契約事務を行うよう指

導した。 

R5.2.28 

 



 

 指摘の内容 監査委員意見 講じた措置 完了（予定）時期 

財
務
事
務
に
つ
い
て 

畜犬登録手数料等

の事務処理において、

利用者からその都度

代金を徴収している

が、指定金融機関への

納入は 3月 2日から 3

月 31日分を 4月にま

とめて行っている。 

直方市財務規則第 44 条第 1 項に「現

金取扱員は、収納した現金を即日現金領

収帳及び収納金払込書により指定金融機

関又は収納代理金融機関に払い込まなけ

ればならない。」とあり、同条第 2 項に

「前項に規定する即日払い込みができな

い場合は、会計担当課内金庫に一時保管

し、翌日（当日が指定金融機関及び収納

代理金融機関の休業日であるときは、そ

の翌日）正午までに指定金融機関又は収

納代理金融機関に払い込まなければなら

ない。ただし、会計担当課内金庫に一時

保管できない場合は、自己の責任におい

て最善の方法により保管しなければなら

ない。」とある。 

現金を受領したときは遅くとも翌日正

午までに納入することが定められている

ことから、規定に沿った適正な事務処理

をされたい。 

狂犬病予防法施行規

則第 12 条第 5 項に「毎

年三月二日から同月三

十一日までの間に実施

する狂犬病予防接種に

ついて、第二項の規定に

基づき市町村長が交付

する注射済票は、翌年度

のものとする。」という

規定がある。そのため、

注射済票の交付と手数

料納入の年度がずれる

ことは事務処理の誤り

につながるおそれがあ

り、3月 2日から 3月 31

日分を4月にまとめて入

金しているところであ

る。 

今後は財務規則を遵

守し適切な会計処理を

行い、事務処理の誤りに

つながらないよう係内

での確認を徹底し、将来

的にはシステム改修を

検討する。 

R5.2.28 

 


